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病害は、新梢や花などに黒褐色の斑点が

出る「黒とう病」、果実が腐る「晩腐

病」。虫害は、葉、茎、花を食害する

「コガネムシ」や新梢を食害する「ブド

ウスカシバ」「ブドウトラカミキリ」な

ど。 

充実した果実を収穫するには、摘房は１

枝に１房を目安に残す。巨峰など大粒品

種は1房３０粒、デラウェアは１００粒、

それ以外の品種は７０粒程度を目安に残

し、袋かけを施すとよい。 

仕立て方は棚仕立て、垣根仕立てなどが

向く。新梢に花芽がつき、翌年に開花結

実する。夏場の水切れに充分注意する。

剪定するときは、切り口から枯れやすい

ため、芽と芽の中間で切るとよい。 
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デラウェアは、自家受粉するため１本で結実し、

日本の高温多湿の気候で育てやすいお薦めの品

種。 

Memo 

カキやウメに次いで家庭で楽しまれる果樹。主

な品種に、欧州種や米国種、欧米雑種があり、

高温多湿になる日本では主に欧米雑種が栽培さ

れている。収穫目的の場合、花後２週間ほどし

たら摘果するほか、病虫害が多く管理に手間が

かかる。比較的育てやすいのは小粒の品種。 

生長：やや速い 
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